
2007年度 カゴメ「凛々子」実践レポー ト 優秀作品

岩手県 花巻たかき幼稚園  4・ 5歳児
【4歳児 (年中):親子で「りりこ」を育てよう 1】
【5歳児 (年長):自分で「りりこ」を育てよう 1】

～ 幼児期の栽培、家庭との連携観察から環境問題への広がり ～

■ 実践概要 :

1)4歳児が一人で観察するのは難しいため、各自家庭へ持ち帰り、親子で栽培や観察して

もらうよう協力を呼びかけ、「家庭での食育」のきっかけになればと考えた。

● ● かんとつthろくシート    qb (
2)苗と一緒に届いたヒントブックを参考に、栽培に関す

るプリントと観察ノートを、苗と共に配布し、写真を

貼ったり、園児が描いた絵に子どものつぶやき等を記

載してもらったりするなど、保護者に、家庭での栽培

の様子を記録してもらった。

先生がつくったプリントを見て、「すりおろしトマ トジュース」にチャレンジ 1(5歳児)▲
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▲ 4歳児の観察ノー ト
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4)

「つぶやき」欄のお母さんの補足コメントで、その日のみんなの様子が伝わつてくるね。

5歳児は、一人一鉢で世話をする中で、どのようにトマトが生長するかを、各自の観察ノートに

記録しながら、「食」へと意識がもてるようにした。夏休み中は各家庭に持ち帰り、観察の記録

を継続、また保護者と一緒に、親子で料理をしてもらった。

園でも凛々子を育て、自分の苗と比べてみたり、園でみんなで一緒に食べたりすることで、園と

家庭とのつながりを持てるようにした。



■

2007年度 カゴメ「凛々子」実践レポー ト 優秀作品

実践によって得 られた成果 :

04歳児、5歳児とも、観察シートを園で回収したことにより、

や調理方法等、様々な取り組みの違いを知ることができた。

●観察ノートを子ども同士で見せ合うことで、「自分のトマト」

0トマトや野菜が苦手な子どもがトマトの生長を知ることで、

た。」「野菜のおいしさがわかった。」という声も聞かれた。

●収穫できなかった家庭では「野菜を育てることの難しさを実感した。」など、親子で会話を

楽しみながら、「家庭での食育」を実践するきっかけとなった。

■ モグモからのメッセージ :

幼児期の栽培徳験は、「食の成り立ち」を知る上でとても有意義なことなんだって。

初めて野菜を育てたお友だちも多いと思うけど、おうちの人や、お友達といっしょ

に一生懸命お世話をしたことで、「凛々子の命」を感じられたんじゃないかな。

みんなの様子が、「観察記録ノート」からよ～く伝わってきたよ !

下の作品は、カラスから「凛々子」を必死に守ろうとしてくれたのがわかるね。

幼児期ならではの、家庭と上手に連携したすばらしい取組みに拍手 !
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各家庭での栽培の仕方の違い

への愛着が一層深まった。

「自分で育てたのはおいしかっ
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